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　５月２５日、高松・秋ノ宮地区で山葵沢地熱発
電所の建設工事が始まりました。総出力は４万２
千キロワットで平成３１年５月運転開始の予定。
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地熱発電所のしくみ

山葵沢地熱発電所 地
熱
の
ま
ち
湯
沢

山葵沢地熱発電所 地
熱
の
ま
ち
湯
沢

23
年
ぶ
り
の
地
熱
発
電
所

　
湯
沢
市
の
印
象
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

町
中
と
皆
さ
ん
の
雰
囲
気
は

元
々
城
下
町
の
た
め
か
落
ち
着

き
が
あ
る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郊
外
の
風
景
は
鳥
海

山
を
は
じ
め
、
東
北
ら
し
い
の

び
や
か
な
感
じ
が
し
ま
す
。
私

は
東
北
出
身
で
す
が
、
他
県
で

長
い
間
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、

春
先
の
風
景
は
特
に
心
に
し
み

る
感
じ
で
し
た
。

　
建
設
予
定
の
山
葵
沢
地
熱
発

電
所
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

総
出
力
が
、
四
万
二
千
キ
ロ

ワ
ッ
ト
。
生
産
井
（
最
深
二
千

メ
ー
ト
ル
の
井
戸
）
を
九
本
、

還
元
井
（
同
）
七
本
を
設
置
し

て
発
電
を
行
い
ま
す
。

　

生
産
井
は
こ
れ
ま
で
調
査
と

し
て
使
用
し
て
き
た
井
戸
三
本
、

還
元
井
も
二
本
利
用
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

稼
働
す
る
ま
で
に
全
て
の
井

戸
を
掘
削
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
生
産
井
は
六
本
を
掘
削

予
定
で
、
平
成
二
十
七
年
度
は

一
本
を
掘
削
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
還
元
井
は

五
本
を
掘
削
予
定
で
、
同
年
度

に
二
本
を
掘
削
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

発
電
所
、
生
産
基
地
、
資
材

置
き
場
、
還
元
基
地
や
配
管
な

ど
の
総
敷
地
面
積
は
約
十
六
万

平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。

※

地
熱
発
電
の
し
く
み
に
つ
い

て
は
右
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
着
工
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

秋
ノ
宮
地
区
で
は
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
株
式
会
社
、
高
松
地
区

で
は
電
源
開
発
株
式
会
社
と
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
が
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
事
業
化
に
向

け
て
調
査
検
討
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
考
慮
し
、
二
地
区
を
一
つ

の
発
電
所
と
し
て
開
発
す
る
こ

と
に
な
り
、
二
十
二
年
四
月
に

湯
沢
地
熱
株
式
会
社
を
設
立
し

ま
し
た
。
以
後
は
次
の
と
お
り

の
流
れ
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

・
23
年
10
月　

地
元
で
の
説
明

　

会
を
開
始

・
同
年
11
月　

環
境
影
響
評
価

　

開
始

・
26
年
10
月　

環
境
影
響
評
価

　

手
続
き
完
了

・
27
年
２
月
27
日　

湯
沢
市
と

　

の
環
境
保
全
協
定
締
結

・
同
年
５
月
25
日　

山
葵
沢
地

　

熱
発
電
所
起
工
式

　

湯
沢
市
で
は
各
種
の
地
熱
調

査
が
行
わ
れ
ま
た
、
上
の
岱
地

熱
発
電
所
が
六
年
三
月
か
ら
稼

働
し
て
い
る
た
め
地
熱
発
電
へ

の
な
じ
み
も
あ
り
、
新
し
い
発

電
所
建
設
へ
の
地
元
の
理
解
が

あ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
着
工
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
抱

負
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
十
七
年
度
か
ら
発
電
所
や

そ
の
周
辺
の
土
地
造
成
と
生
産

井
・
還
元
井
の
掘
削
を
開
始
し

ま
す
。
二
十
八
年
度
は
設
備
の

設
置
を
開
始
し
、
三
十
年
度
後

半
か
ら
の
試
験
運
転
、
三
十
一

年
五
月
か
ら
運
転
開
始
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
中
は

周
辺
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
運
転
開
始
後
も
温
泉
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
、
源

泉
所
有
者
へ
温
度
・
湯
量
・
成

分
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
を
進
め
て

い
く
に
当
た
り
、
地
元
の
か
た

が
た
に
進
捗
状
況
の
情
報
提
供

や
施
設
見
学
を
行
う
な
ど
交
流

を
密
に
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
な
が
ら
安
全
と
環
境
に
配

慮
し
て
無
事
の
運
転
開
始
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

湯
沢
市
の
皆
さ
ん
に
は
着
工

ま
で
の
間
、
大
変
お
世
話
に
な

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
電
所
が
稼
働
し
ま

し
た
ら
、
長
い
お
付
き
合
い
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
佐
藤
敏
之
社
長
に
聞
き
ま
し
た

湯沢地熱株式会社　取締役社長

佐　藤　敏　之  さん
さ とう とし ゆき

湯沢地熱株式会社　取締役社長

佐　藤　敏　之  さん
さ とう とし ゆき

▲安全祈願祭の様子

　

五
月
二
十
五
日
、
秋
ノ
宮
地

区
で
山
葵
沢
地
熱
発
電
所
の
建

設
工
事
着
工
に
伴
う
安
全
祈
願

祭
と
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
設
の
発
電
所
は
、
二
十
二

年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
湯
沢
地

熱
株
式
会
社
（
電
源
開
発
株
式

会
社
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式

会
社
、
三
菱
ガ
ス
化
学
株
式
会

社
の
共
同
出
資
の
会
社
）
が
事

業
化
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
に
環

境
影
響
評
価
手
続
き
が
完
了
し
、

建
設
工
事
を
行
う
た
め
の
諸
準

備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

同
発
電
所
は
、
総
出
力
が
四

万
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
年
間

発
電
量
は
約
二
億
九
千
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
の
予
定
。
一
般
家
庭

の
八
万
世
帯
の
消
費
電
力
に
相

当
し
、
市
の
総
世
帯
数
（
約
一

万
八
千
世
帯
）
の
四
倍
を
超
え

る
発
電
量
に
な
り
ま
す
。

　

稼
働
す
れ
ば
、
国
内
で
出
力

一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
大
規

模
地
熱
発
電
所
は
、
八
年
十
一

月
に
稼
働
し
た
大
分
県
の
滝
上

地
熱
発
電
所
（
二
万
七
千
五
百

キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
以
来
、
約
二
十

三
年
ぶ
り
と
な
り
、
出
力
規
模

は
鹿
角
市
の
澄
川
発
電
所
（
五

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
に
次
い
で
国

内
五
番
目
の
地
熱
発
電
所
に
な

り
ま
す
。

　再生可能エネルギーに位置付けられている地熱発電。これまで調査が進められ
てきた山葵沢地熱発電所は平成31年５月運転開始を目指し、建設工事が着工され
ました。また、市内の２カ所（木地山・下の岱地域、小安地域）では地熱発電の
事業化に向けての調査が行われています。
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てきた山葵沢地熱発電所は平成31年５月運転開始を目指し、建設工事が着工され
ました。また、市内の２カ所（木地山・下の岱地域、小安地域）では地熱発電の
事業化に向けての調査が行われています。
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上の岱地熱発電所上の岱地熱発電所

※点線は、おおまかな調査範囲を表しています。※点線は、おおまかな調査範囲を表しています。

小安温泉小安温泉

鳥谷鳥谷

畑等畑等

木地山木地山木地山

中新田中新田

桁倉沼桁倉沼

苔沼苔沼

木地山・下の岱地域地熱資源開発調査
○東北水力地熱株式会社

木地山・下の岱地域地熱資源開発調査

小安地域の地熱調査
○出光興産株式会社、国際石油開発帝石株式会社、三井石油開発株式会社

小安地域の地熱調査

地熱発電所の事業化に向けて地下の地質・温度・透水性（水の流れ易さ）を調査しています地熱発電所の事業化に向けて地下の地質・温度・透水性（水の流れ易さ）を調査しています

　平成23年度から調査を始めています。23年度は地表調査（地質・断裂・変
質帯調査、電磁・重力探査）。24年度から28年度まで掘削調査（構造試錐井
で地質構造・地下温度・透水性などを調査）、モニタリング調査（温泉・貯留
層モニタリング）を行う計画となっています。
　27年度は４本目となる小口径構造試錐井の掘削を行います。また、１本目
と３本目の構造試錐井の透水性調査と市有温泉井・大湯温泉・大噴湯と両井
との関係性をモニタリング調査することになっています。
　28年度は４本の小口径構造試錐井の調査結果を受け、大口径構造試錐井に
よる掘削調査が計画されています。

　平成23年度から調査を始めています。23年度は地表調査（地質・断裂・変
質帯調査、電磁・重力探査）。24年度から28年度まで掘削調査（構造試錐井
で地質構造・地下温度・透水性などを調査）、モニタリング調査（温泉・貯留
層モニタリング）を行う計画となっています。
　27年度は４本目となる小口径構造試錐井の掘削を行います。また、１本目
と３本目の構造試錐井の透水性調査と市有温泉井・大湯温泉・大噴湯と両井
との関係性をモニタリング調査することになっています。
　28年度は４本の小口径構造試錐井の調査結果を受け、大口径構造試錐井に
よる掘削調査が計画されています。

N

　平成22年度から調査を始めています。22年度から24年度までは地表調査
（地質・地化学・物理）。
　25年度から27年度までは引き続き地表調査と地熱モデル作成（地下構造）、
構造試錐井・モニタリング井（小口径）の掘削、短期噴気試験（坑井内圧
力、温度測定）を行う計画となっています。
　26年度は新たに掘削した構造試錐井で調査した地質情報により断層の分
布を見直し、地質構造を更新。また、地下の温度分布も見直し、地熱構造
モデルを修正しています。
　27年度は調査地域内で地熱資源が有望な木地山地区西部の範囲を優先し
て調査が進められることになっています。

　平成22年度から調査を始めています。22年度から24年度までは地表調査
（地質・地化学・物理）。
　25年度から27年度までは引き続き地表調査と地熱モデル作成（地下構造）、
構造試錐井・モニタリング井（小口径）の掘削、短期噴気試験（坑井内圧
力、温度測定）を行う計画となっています。
　26年度は新たに掘削した構造試錐井で調査した地質情報により断層の分
布を見直し、地質構造を更新。また、地下の温度分布も見直し、地熱構造
モデルを修正しています。
　27年度は調査地域内で地熱資源が有望な木地山地区西部の範囲を優先し
て調査が進められることになっています。

○出光興産株式会社、国際石油開発帝石株式会社、三井石油開発株式会社

○東北水力地熱株式会社
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特定保健指導は
　　　　メリットがいっぱい！

心筋梗塞を起こしたAさん（57 歳）の健診結果

　増え続ける生活習慣病。そのほとんどに自覚症状は
ありません。健診の第一の目的は、そんな生活習慣病
の早期発見です。過剰に蓄積された内臓脂肪は高血圧
症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病の共通する
原因であることが分かっています。そのため、特定健
診は、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態である「メタボ
リックシンドローム」に注目した健診となっています。

生活習慣病を早期発見し、生活改善を目
指すのが特定健診・特定保健指導です

高血糖

脂質異常

高血圧

空腹時血糖値110㎎/dl以上

またはHbA1c（NGSP）値6.0％以上

中性脂肪値150㎎/dl以上または

HDLコレステロール値40㎎/dl未満

収縮期血圧値130㎜Hg以上

または拡張期血圧値85㎜Hg 以上

に加えて の項目のうち

2項目以上が該当　　　　　メタボ該当

1項目該当　　　　　　　メタボ予備群

該当なし　　　　  　　　メタボ非該当

　市では、特定健診の結果、メタボリックシンドロー
ムのリスクがある人を対象とし、保健師、管理栄養士
が一人一人に合った指導（特定保健指導）を行ってい
ます。この保健指導は平成20年度からスタートし、こ
れまで延べ900人が参加し、その多くの人に体重減少
や検査データの改善がみられています。
　27年度も特定保健指導の対象者には個別通知をお送
りしますので、ぜひこの機会を利用して一緒に生活習
慣改善に取り組み、メタボを解消しましょう。

①専門家からあなたに合った指導
　運動や食事に関して、保健師・管理栄養士が的確に
　アドバイス。体力や状態に応じてフォローします。
②生活習慣改善で健康に
　正しい生活習慣が身について、体のトラブルが解　
　消！ その上スタイルアップも期待できます。
③無料で健康度がアップ！
　参加費は湯沢市国民健康保険からの助成により無　
　料。無料でアドバイスがもらえて健康度がアップ。

◆特定保健指導のメリット◆特定保健指導のメリット

　「自覚症状はないし・・」「健康には自信がある」「仕事が忙しくて・・」という言葉を聞くことがあります。
生活習慣病がもとになり、心筋梗塞や脳梗塞を引き起こす動脈硬化は静かに進行し、自覚症状が出たときにはすで
に重症ということが少なくありません。Ａさんのようにならないために保健指導をきっかけにし、症状が出ていな
いうちから生活改善に取り組むことが大事です。

「具合が悪くなってから・・」では間に合わない！

　受給者証の更新が必要
な人には、更新申請書を
6月下旬に郵送しますの
で、記載例にしたがって
必要事項を記入し押印の
上、返信用封筒により返
送していただくか、下記
の担当窓口に提出してく
ださい。申請書到着後、
7月末に受給者証を送付
します。
　なお、乳幼児および小
学生については、更新申
請書の提出は必要ありま
せん。7月末に新しい受
給者証を送付しますので、
前の受給者証を返送して
いただくだけになります。

福祉医療費受給者証
更新時期になります
福祉医療費受給者証
更新時期になります

特定健診
特定保健指導
特定健診
特定保健指導
特定健診
特定保健指導
○問い合わせ　健康対策課（☎73-2124 ）へ

ご利用ください！

忘れずに更新しましょう！

肥満
肝機能異常
高血圧
高中性脂肪
低HDLコレステロール
高血糖
心電図の異常
心筋梗塞

※色のついたマス目は健診結果に異常があったことを示します。

37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 (歳)

このあたりで改善に取り組
めばリスクは最小限に抑え
られます

自覚症状がなくても、健診結果から動脈硬化の危
険性がどんどん高まっていることが分かります

ここでついに発症ここでついに発症

腹囲　男性 85 ㎝以上、女性 90 ㎝以上
（内臓脂肪面積男女ともに 100 ㎝に相当）

Che
ck □

乳幼児および小学生の医療費負担無料を継続します乳幼児および小学生の医療費負担無料を継続します

福祉医療制度の対象者福祉医療制度の対象者 受給者証の送付受給者証の送付

乳幼児および
小学生

出生の日、または転入日
から小学校修了年度の 3
月 31 日まで

ひとり親家庭の子ども

父・母のない子ども

父または母が 1～ 2
級程度の身体障害者手
帳を持っている子ども

重度心身障がい者
　　　　　　  ( 児 )

高齢身体障がい者

18 歳に達する日以後の最
初の 3月 31 日まで

身体障害者手帳 1～ 3級、
療育手帳Aを持っている
人

満 65 歳以上で身体障害者
手帳 4～ 6級を持ってい
る人

○市内に住んでいる
　人

○健康保険加入者
・国民健康保険の被
   保険者
・後期高齢者医療制
   度の被保険者
・被用者保険の被扶
　養者（重度心身障
　がい者（児）は被
　用者保険本人も対
　象になります）

無し

有り

無し
（被用者保険本人
は有り）

有り

区　　分 対象者の条件 共通の条件 所得制限

　福祉医療制度とは、心身の健康の保持と生活の安定を図るため、乳幼児および小学生や、ひとり親家庭の
子ども、身体に障がいがある人などを対象として、医療費の自己負担分を県と市が助成する制度です。
　市では、平成17年8月1日から、子育て支援事業の一環として、県の補助制度では父母の所得により対象外
となってしまう乳幼児や、医療機関の窓口で一部負担金が発生する乳幼児についても無料になるように助成
してきました。
　さらに、24年8月1日からは、県の補助制度の助成対象拡大と父母の所得制限緩和に併せて、対象者を未就
学児から小学6年生までに拡大しています。

メタボリックシンドロームの判定基準メタボリックシンドロームの判定基準

内臓脂肪の蓄積

内臓脂肪の蓄積 高血糖・脂質異常・高血圧

・市民課国保年金班（☎55‒8164）
・稲川総合支所市民サービス班（☎42‒2111）
・雄勝総合支所市民サービス班（☎52‒2111）
・皆瀬総合支所市民サービス班（☎46‒2111）

福祉医療制度に
関する問い合わせ 7月10日㈮7月10日㈮

更新書類の
　　　提出期限
更新書類の
　　　提出期限
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六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一
号
被
保

険
者
）
の
介
護
保
険
料
は
、
保
険
者
で

あ
る
市
が
三
年
ご
と
に
策
定
す
る
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
必
要
な
保

険
料
額
を
算
定
し
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
に
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
七
年
度
は
三
年
に
一
度
の
介
護
保

険
料
改
定
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
算
定

の
結
果
、
二
十
七
年
度
か
ら
二
十
九
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
下
表
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

制
度
改
正
に
よ
り
、
八
月
一
日
か
ら
利

用
者
負
担
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　介護保険の「要介護」または「要支援」と認定された在宅の要介護者が入浴や排せつに用いる福祉用具などを指
定事業者から購入した場合や、市から事前に承認を受けた上で、自宅に手すりの取り付けや段差の解消などの住宅
改修を行う場合には、掛かった費用の9割※1相当額（限度額あり）が支給されます。
　支給に当たっては、利用者がいったん費用の全額を支払った後に市から給付を受ける「償還払い」と、利用者が
掛かった費用（保険適用分）の1割（一定以上所得者は8月から2割）を事業者に支払い、残額を利用者の委任に
基づき、市から直接事業者に支払う「受領委任払い」の2つの方法があります。ただし、「受領委任払い」は住宅
改修業者や福祉用具販売業者が市に登録していないと利用できません。

福祉用具費

◇対　象
　①腰掛便座
　②自動排泄処理装置の交換可能部品
　③入浴補助用具
　④簡易浴槽
　⑤移動用リフトのつり具の部分
◇支給限度支給額
　同年度（4月1日～平成28年3月31日）で10万円を
　上限に費用の9割※1を支給
◇申請に必要な書類
　①福祉用具購入費支給申請書（福祉用具が必要な理
　　由を記載すること）
　②領収書
　③パンフレットの写しなど購入した福祉用具の概要
　　が分かる資料
◇その他注意事項
　都道府県知事などの指定を受けた事業所からの購入
　に限ります。指定を受けていない事業所から購入し
　た場合には、原則として福祉用具購入費の支給対象
　になりません。

※1　一定以上所得者は平成27年8月から8割

　
特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
の
滞

納
が
続
く
場
合
は
、
滞
納
し
て
い
た

期
間
に
応
じ
て
介
護
保
険
の
給
付
が

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
の
減
免
や

徴
収
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 介

護
保
険

み
ん
な
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う

　
介
護
保
険
は
介
護
の
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
、

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
誰
も
が

安
心
し
介
護
サ―

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
？

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

介
護
保
険

　
　

利
用
者
負
担
改
正

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

介
護
保
険

　
　

利
用
者
負
担
改
正

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

利
用
者
負
担
割
合
の
引
き
上
げ

　 

配
偶
者
の
所
得
も
勘
案
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
配
偶
者
が
市
民
税
課
税
者
で

あ
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
世
帯
分
離
し
て
い
て
も
配
偶
者
の

所
得
は
勘
案
さ
れ
ま
す
。

  

さ
ら
に
、
預
貯
金
な
ど
も
勘
案
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
単
身
の
場
合
は
一
千
万

円
以
下
（
夫
婦
で
あ
れ
ば
二
千
万
円
以

下
）
で
あ
る
こ
と
が
要
件
に
追
加
さ
れ

ま
す
。 高

額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　

負
担
限
度
額
の
引
き
上
げ

１３ 　
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
割

合
は
一
割
で
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
一
定

以
上
所
得
（
合
計
所
得
金
額
が
百
六
十
万

円
以
上
、
単
身
で
年
金
収
入
の
み
の
場
合

二
百
八
十
万
円
以
上
）
が
あ
る
人
の
利
用

者
負
担
が
、
二
割
と
な
り
ま
す
。

  

な
お
、要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
全
員

に
対
し
、
市
か
ら
負
担
割
合
（
本
人
自
身

の
負
担
割
合
が
一
割
か
二
割
）
を
記
し
た

負
担
割
合
証
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

負
担
割
合
証
の
内
容
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
か
ら
、
必
ず
確
認
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

２　
現
役
並
所
得
者
に
相
当
す
る
人
の
場

合
、
そ
の
世
帯
の
負
担
の
上
限
額
が
四

万
四
千
四
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※

現
役
並
所
得
者
と
は
、
同
一
世
帯
に

課
税
所
得
百
四
十
五
万
円
以
上
の
第
一

号
被
保
険
者
が
い
て
、
収
入
が
単
身
三

百
八
十
三
万
円
以
上
、
二
人
以
上
五
百

二
十
万
円
以
上
の
人
。

補
足
給
付
（
負
担
限
度
額
認
定
）

　
　
　
　
　
　
　

の
資
産
等
勘
案

福祉用具購入費・住宅改修費支給申請

住宅改修費

　市へ事前に申請して承認を受けることが必要です。
◇対　象
　①手すりの取り付け
　②段差の解消
　③滑りの防止、移動を円滑にするための床または通
　　路面の材料変更
　④引き戸などへの扉の取り替え
　⑤洋式便器などへの便器の取り替え
　⑥その他①から⑤までの住宅改修に付帯して必要な
　　工事
◇支給限度支給額
　20万円を上限に費用の9割※1を支給
※実際の支給額は工事費の9割※1相当額、同一住宅で
18万円（一定以上所得者は16万円）が上限です。また、
支給上限を超えた部分は自己負担になります。
◇申請に必要な書類
　①住宅改修費承認申請書
　②工事費の見積書
　③住宅改修が必要な理由書
　④改修後の状態が分かる図面など
　⑤改修前の日付入りの写真

福祉用具購入費・住宅改修費支給申請

●問い合わせ
　長寿福祉課 高齢介護班
　（☎73-2123）へ
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チャレンジデー２０１５ＹＵＺＡＷＡ

念願の　　　メダル！

参加率　５1.7 ％
「鹿児島県南さつま市」に勝利！

●稲川地域

●湯沢地域

●雄勝地域

●皆瀬地域

8　オープニングセレモニーに
　　チャレンジデー大使の茂木優
　　さん（元五輪レスリング選手）
　　訪問

9　8人制バレーボール大会では
　　熱戦が繰り広げられました

10　崩さないよう慎重に！缶積み
　　競争

6　エアロビクスでいい汗を流しました

7　みんな笑顔でフラダンス　   

●皆
1　キンボールではたくさん体
　　を動かしました

2　オープニングセレモニーで
　　元気いっぱいの子どもたち

3　プラスチック製のストーン
　　を滑らせて競うユニカール

4　風景を楽しみながらノルディックウォーキ
　　ング

5　雄勝文化会館でのオープニングセレモニー

▼

金金

　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前0時から午後9時までの間に、健康を意識
して15分以上継続してスポーツや運動をした住民の参加率を競うスポーツイベント。
参加率によってメダルが授与され、湯沢市の場合、50％以上が金メダルとなります。
しし
参

チャレンジデーとは？

域
ではたくさん体

　5月27日、全国一斉に開催された今年の「チャレンジデー2015」は、県内25市町村
全てが参加となり、県民一体となった一日でした。
　湯沢市は、今年で3回目の参加でしたが、対戦相手である鹿児島県南さつま市とは、
初の試みとして、お互いの特産品を抽選品として50品ずつ送りあい、物産を通じた交
流を図りました。
　当日は、湯沢市の参加者25,298人、
参加率51.7％で初の金メダル、そして
今年の対戦相手である鹿児島県南さつ
ま市（参加者17,121人、参加率46.7％）
に勝利しました。市内で2万人以上の
人が、スポーツなどで汗を流し、健康
増進と交流ができました。ご協力あり
がとうございました。

もてぎ まさる

健康
あり

▲南さつま市の特産品の抽選会を行いました

雄勝小学校「ロープ・ジャンプ・Ｘ」

幡野地区センターオープニングセレモニー

2

3

4

5

6

7

9

8

10

1



　

地
域
自
治
組
織
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
が
自
ら
企

画
し
、
実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る
事
業
に

対
し
て
市
が
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
広
報
ゆ
ざ
わ
三
月
一
日
号
で

第
一
回
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
次
の

と
お
り
第
二
回
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
程
は
、
あ

ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◯
申
請
期
日　

7
月
31
日
㈮
午
後
5
時
必

着
◯
申
請
方
法　

く
ら
し
の
相
談
課
お
よ
び

各
総
合
支
所
に
募
集
要
項
と
申
請
書
を

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
よ

く
確
認
の
上
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

相
談
課
市
民
協
働
班（
☎
55
8
0
3
3
）へ

　

六
月
三
十
日
㈫
が
納
期
限
の
市
税
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◯
市
・
県
民
税　

第
一
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

【
松
浦
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
52
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
七
百
円
〜
二
万
四

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
山
田
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
53
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
三
千
六
百
円
〜
二
万
二

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
稲
庭
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

3
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
円
〜
二
万
二
千
三

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
国
見
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
四
百
円
〜
二
万
二

　

千
九
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

三
万
五
千
円

◯
募
集
期
間　

6
月
16
日
㈫
〜
26
日
㈮

（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

認
知
症
や
認
知
症
の
人
の
介
護
に
つ
い

て
、
懇
談
を
通
し
て
お
互
い
の
悩
み
な
ど

を
理
解
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

7
月
14
日
㈫
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

○
参
加
料　

無
料
（
茶
菓
子
代
と
し
て
別

途
二
百
円
程
度
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

○
対　

象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
家
族
お
よ
び
認
知
症
の
人

○
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
30
日

㈫
ま
で
、
長
寿
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

提
案
型
補
助
金
事
業
の
募
集

（
第
二
回
）

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.06.15
13

2015.06.15
12

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
さ
さ
え
愛
懇
談
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

○
と　

き　

7
月
4
日
㈯
午
後
7
時
〜
9

時
／
午
後
6
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

○
と
こ
ろ　

サ
ン
ミ
シ
ェ
ル
教
会
「
ア

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
」

○
参
加
料　

男
性
＝
五
千
円
、
女
性
＝
三

　

千
円

○
対
象
者　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女

○
定　

員　

60
人

○
申
し
込
み
方
法　

6
月
22
日
㈪
午
後
5

時
ま
で
、
左
記
へ
メ
ー
ル
（
件
名
＝
Ｂ

ｅ
ｅ
ｒ
、
本
文
＝
①
氏
名
・
年
齢
・
性

　

別
、
②
住
所
・
連
絡
先
携
帯
電
話
番
号
、

③
湯
沢
駅
〜
会
場
間
の
バ
ス
送
迎
利
用

の
有
無
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

Ｙ
ｕ
ｚ
ａ
ｗ
ａ
出
会
い

隊
事
務
局
（
市
企
画
課
内
☎
55
8
2
7

 

4
、
*y-ydt@

city.yuzaw
a.lg.jp

）

ま
た
は
Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
営
農
企
画
課
青
年

部
事
務
局
（
☎
78
2
2
3
4
）
へ

　

県
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
社
会
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
や

団
体
を
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
表
彰

し
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
を
問
わ
ず
、
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

○
対　

象　

県
内
に
お
い
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
関
す
る
施
設
の
整
備
、
製
品
の

開
発
お
よ
び
推
進
・
普
及
の
た
め
の
活

動
な
ど
、
顕
著
な
功
績
ま
た
は
功
労
の

あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

○
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
な
資
料
を
添
付
の
上
、

左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
案
内
お
よ
び
応
募
用
紙
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
30
日

㈬
ま
で
、
県
福
祉
政
策
課
（
☎
0
1
8

―
8
6
0
―
1
3
1
6
）
へ

　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、

家
庭
で
の
省
エ
ネ
対
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
現
在
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
以
外
の
照
明
器
具
な

ど
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
買
い
換
え
る
場
合
に
、
購

入
と
設
置
工
事
に
掛
か
る
費
用
の
合
計
額

の
三
分
の
一
（
最
大
二
万
円
）
を
助
成
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
助
成
対
象
者　

県
内
に
居
住
す
る
人

○
申
請
期
限　

8
月
31
日
㈪（
た
だ
し
、申

請
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
）

◯
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
左
記
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
く
だ

さ
い

※
申
請
書
な
ど
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
環
境
あ
き
た
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
県

ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
遊
学
舎
内

☎
0
1
8
―
8
3
9
―
0
1
8
8
、
☎

0
8
0
―
4
1
5
0
―
8
3
0
9
）
へ

　

秋
田
地
方
法
務
局
で
は
、登
記
相
談（
登

記
申
請
書
の
書
き
方
や
必
要
な
添
付
書
類

に
関
す
る
相
談
な
ど
）
を
希
望
す
る
人
に
、

待
ち
時
間
な
く
相
談
窓
口
を
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
前
予
約
制
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
秋
田
地
方
法
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方

法
務
局
湯
沢
支
局（
☎
73
2
4
5
0
）へ

○
と　

き　

6
月
17
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈯

／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

（
毎
週
火
曜
日
定
休
）

○
と
こ
ろ　

稲
庭
城

○
入
場
料　

無
料
（
稲
庭
城
入
館
料
と
し

て
大
人
＝
四
百
三
十
円
、
中
学
生
以
下

＝
二
百
十
円
が
掛
か
り
ま
す
）

○
問
い
合
わ
せ　

写
友
「
い
な
か
わ
」
髙

橋
（
☎
43
2
0
6
2
）
へ

　

湯
沢
調
停
協
会
所
属
の
民
事
調
停
委
員

お
よ
び
家
事
調
停
委
員
が
相
談
を
受
け
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

金
銭
の
貸
借
、
売
掛
金
の
回

収
、
家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
関
係
や
養

親
子
関
係
）、
交
通
事
故
、
遺
産
分
割
、

土
地
や
建
物
の
も
め
事
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
調
停
協
会
（
湯
沢

簡
易
裁
判
所
内
☎
73
2
8
2
8
）
へ

独
身
だ
け
のＢｅｅｒ

Ｎ
ｉｇ
ｈ
ｔ

家
庭
の
照
明
省
エ
ネ
化
推
進
事
業

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
買
い
換
え
を

助
成
し
ま
す
!

平
成
27
年
度

秋
田
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー

推
進
賞
を
募
集
し
ま
す

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
会

秋
田
地
方
法
務
局

　

登
記
相
談
の

事
前
予
約
に
つ
て

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

髙た
か

橋は
し

年と
し

廣ひ
ろ

写
真
展

〜
秋
田
の
生
活（
く
ら
し
）〜

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

地域自治組織が地域課題
解決のために実施する
事業

これからまちづくり活動
を始めようとする市民
活動団体が実施する事業

はじめの
一 歩 型

地域課題
解 決 型

16 万 円
（補助下限額
 は8万円）　

補助対象
経 費 の
80％以内80 万 円

（補助下限額
 は8万円）　市　　民

提 案 型
地域自治組織を除く
市民活動団体が実施する
公益性のある事業

■補助の種類など
補助限度額 補助率補 助 対 象 事 業補助の種類



　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
メ
ー
ン
に
秋
田

県
内
の
三
つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
28
日
㈰
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

サ
ン
サ
ン
横
手

◯
内　

容　

講
話
「
菅す

が
え江
真ま

す
み澄
と
巡
る
ゆ

ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
」、ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー

ク
の
紹
介
、ジ
オ
カ
フ
ェ（
力
水
を
使
っ

た
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
）
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

あ
き
た
地

域
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
☎
0
1
8
―

8
1
6
―
0
6
1
0
）
へ

○
と　

き　

6
月
28
日
㈰
午
前
8
時
開
始

○
と
こ
ろ　

羽
後
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

○
参
加
料　

六
千
円

※
別
途
プ
レ
ー
代
八
千
七
百
六
十
円（
食
事
、

ハ
ー
フ
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
）が
掛
か
り
ま
す
。

○
対　

象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
人

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
ゴ
ル
フ
協
会
事
務

　

局
高
橋
（
☎
0
9
0
―
3
6
4
7
―
4

 

1
1
6
）
ま
た
は
沓
澤
（
☎
72
4
6
5

 

5
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
30
日
㈫
午
後
1
時
30
分

〜
8
時

※
体
験
時
間
は
、
一
人
に
つ
き
一
時
間
程

度
で
す
。

◯
と
こ
ろ　

三
関
地
区
セ
ン
タ
ー

◯
参
加
料　

五
百
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

押
切
（
☎

0
9
0
―
7
0
7
7
―
3
3
8
4
）
へ

○
と　

き　

7
月
14
日
㈫
〜
17
日
㈮

○
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
か
し
ま
館
」

○
受
講
料　

一
般
＝
三
万
円
、
大
学
生
＝

二
万
円
（
昼
夕
食
代
含
む
）

○
対　

象　

自
治
体
職
員
、
大
学
生
、
指

定
管
理
者
と
し
て
公
共
施
設
の
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
・
町
内
会
お

よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

○
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

岩
崎
協
働

ネ
ッ
ト
事
務
局
高
橋
（
☎
0
9
0
―

5
5
9
8
―
9
4
0
7
）
へ

　

自
己
分
析
、
応
募
書
類
作
成
、
面
接
対

策
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
1
日
㈬
、
2
日
㈭
／
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

◯
と
こ
ろ　

横
手
市
交
流
セ
ン
タ
ー
Y²
プ

ラ
ザ

○
受
講
料　

無
料

○
対　

象　

44
歳
ま
で
の
就
職
活
動
中
の

人
（
学
生
を
除
く
）

◯
定　

員　

17
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

フ
レ
ッ

シ
ュ
ワ
ー
ク
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
南
部
サ
テ
ラ

イ
ト
（
☎
0
1
8
2
35
6
0
0
5
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

8
月
4
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時
40
分

○
と
こ
ろ　

秋
田
弁
護
士
会
館（
秋
田
市
）

○
参
加
料　

無
料

○
対　

象　

県
内
在
住
の
中
学
生
お
よ
び

教
員

○
定　

員　

中
学
生
＝
24
人
、
教
員
＝
10

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
17
日

㈮
ま
で
、
秋
田
弁
護
士
会
事
務
局
（
☎

0
1
8
―
8
6
2
―
3
7
7
0
）
へ

　

広
報
ゆ
ざ
わ
六
月
一
日
号
に
記
載
し
た

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
27
ペ
ー
ジ
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
6
月

27
日
㈯
の
行
事

　

誤　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
東
北
電

力
旗
予
選
大
会
〔
〜
28
日
、
総
合

体
育
館
〕

　

正　

障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競

技
指
導
者
養
成
講
習
会
〔
総
合
体

育
館
〕

あ
き
た
の
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　

入
門
セ
ミ
ナ
ー

ｉｎ 

横
手
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まるごと売る課観光物産班（☎55-8180）へ

東北中央自動車道

　東北中央自動車道は、災害緊急時の代替、迂回
機能などとともに、日々の 「くらし」 を支え、そ
して流通や交流機能を活用し定住可能なふるさと
をつくる重要な社会資本です。一日も早い全線の
早期開通をみんなの力で実現しましょう。ぜひ、
ご参加ください。
○と　き　7月3日㈮午後2時30分
○ところ　湯沢文化会館大ホール
○内　容
　▶基調講演1
　•演　題　『これからの道づくり～国土強靭化
　　　　　　と地方創生に応えて～』
　•講　師　谷口博昭さん（一般財団法人国土技
　　　　　　術研究センター理事長）
　▶基調講演2
　•演　題　『震災から学んだ 「みち」 の大切さ
　　　　　　そして前へ』
　•講　師　西本由美子さん（ＮＰＯ法人ハッ
　　　　　　ピーロードネット理事長）
　▶道路についての意見発表
◯問い合わせ　東北中央自動車道新庄・湯沢間早
　期建設フォーラム実行委員会事務局湯沢商工会
　議所（☎73-6111）へ

たにぐちひろあき

にしもと　ゆ　み　こ

新庄・湯沢間早期建設フォーラム新庄・湯沢間早期建設フォーラム

▶「古紙」の出し方について
　最近、古紙を段ボール箱に入れて集積所に
出している人がいます。古紙は新聞紙、雑誌、
段ボール、紙パックなどの種類ごとに紙ひも
で縛って出してください。

▶「その他プラ」と「ペットボトル」の出し方
について

　最近、その他プラスチックとペットボトル
のごみを、汚れたまま出す人が増えています。
汚れがあると品質が落ちリサイクルできませ
んので汚れを落としてから出してください。

▶「ガラス」の出し方について
　ガラスは燃えないごみに出すのではなく、
ビンの日に資源回収箱（緑の箱）に入れて出
してください。ビンとともにリサイクルされ
ます。

くらしの相談課生活環境班（☎55‒8069）
ごみの分別 ひと口メモ

ごみの出し方についてのお願い 返済に困ったら早めに相談を
　住宅ローンや思いがけない出費、生活
費に充てるためにお金を借りたが、返済
が滞ってしまったという相談が増えてい
ます。
　借りたお金には利息が掛かります。始
めは少額のローンやクレジットでも、前
の返済が終わらないまま借り入れを繰り
返すと、返済が高額になったり、返済が
滞って遅延金が発生することがあります。
借りる前には返済額や期間をしっかり確
認し、必要以上の借り入れはしないよう
にしましょう。
　多重債務などお金に関す
るトラブルで困った時は、
早めに消費生活センターに
ご相談ください。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター（市役所本庁舎１階、
　☎72－0874）へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

　市では、イベントなどで大勢の人が集まる場所
におけるドローンの落下による事故などを防止す
るため、イベントが行われている場所でのドロー
ンの利用は行わないようお願いすることにしまし
た。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
◯問い合わせ　まるごと売る課観光物産班
　　　　　　　（☎55-8180）へ

ドローンを利用されるかたへのお願いドローンを利用されるかたへのお願い
～イベントなど人混みでの利用は危険です～



おめでとうございます　100歳長寿
さん （サン・グリーンゆざわ）髙　橋　サ　ワ

たか はし

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける髙橋さん

2015.06.15
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　5月25日、100歳の誕生日を迎えた髙橋さんが入
所しているサン・グリーンゆざわを藤井副市長が訪
問し、祝い状とお祝い金を手渡しました。
　副市長が「おめでとうございます。これからも元
気で過ごしてください」とお祝いのあいさつをした
後、同施設の入所者や職員が花束を贈り100歳の長
寿をお祝いしました。髙橋さんは、代表で花束を手
渡した入所者のかたと元気に握手を交わしていまし
た。

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
5月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

48,442人
23,111人
25,331人

（－65人）

（－31人）

（－34人）

18,158世帯（＋13世帯）

【年金相談（湯沢会場）】
○と　　き　毎週水曜日（休日の場合は翌日）
　　　　　　午前10時～午後3時（最終受付時間：午後2時30分）
○と こ ろ　湯沢商工会議所会議室
○申し込み　平日の午前8時30分から午後5時15分まで、
　　　　　　大曲年金事務所（☎0187-63-2296）へ電話で申し込みください
※申し込みの際に、本人および配偶者の年金番号などをお尋ねしますので、年金手帳などをお手元に用意ください。

▼電話での申し込みについて
　上記申し込み先電話番号におかけになると自動音声案内により案内します。音声案内に従い始めに 「9」 を
押し、次に 「5」 を押していただくと年金事務所職員につながり対応します。
　また、大曲年金事務所での年金相談についても、希望する日時を事前に申し込みすることができます。

問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187-63-2296）、市民課国保年金班（☎55-8164）へ

事前の申し込みがない場合は、相談に応じることができませんので、ご注意ください。
　大曲年金事務所では、毎週水曜日に湯沢会場（湯沢商工会議所）で年金相談を実施しています。

大曲年金事務所からのお知らせ

湯沢会場での年金相談は
　　　　　必ず事前の申し込みが必要です!
湯沢会場での年金相談は
　　　　　必ず事前の申し込みが必要です!

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

飯　　　田

上　　　野

下　　　宿

東　町　１

宮　　　田

中　　　央

95

73

96

80

87

89

5.15

5.17

5.23

5.27

5.29

5.31

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

上　ワ　野

平　　　城

湯　　　端

御　返　事

白　銀　町

79

86

74

76

71

5.19

5.21

5.26

5.28

5.30

繁　夫

博

本　人

満

貞　子

5月31日届け出分まで

俊　一

清　子

本　人

利　美

本　人

ツ　ヤ
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●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐 藤　煌 汰くん

畠 山　紗 菜ちゃん

宇佐美 奏 羽ちゃん

由 利 丈太郎くん

こうた

さ　な

かなは

じょうたろう　

5.10

5.18

5.26

5.27

学さん・さおりさん

和将さん・歩美さん

丈明さん・希美さん

茂範さん・絵美さん

杉沢新所下

中　　　田

杉沢裏第１

新 山 田 西

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

髙 橋　美 咲ちゃん

阿 部 心大朗くん

みさき

こたろう　

5. 8

5.23

透さん・久恵さん

裕さん・麻美さん

久　保　７

大　　　倉

5.16

5.16

5.19

5.19

5.20

5.22

5.24

5.25

5.25

5.26

5.26

5.27

5.27

5.28

5.30

5.30

99

70

82

81

100

76

81

76

84

94

79

90

82

90

89

86

す　み　れ

愛宕町第６

上 二 井 田

宇 留 院 内

西新町第２

さつき町第１

東 二 ツ 橋

下　角　間

森　　　合

新　　　町

新　　　町

平清水第４

森　　　上

中学校通り

宇 留 院 内

内前森第３

本　人

伸　幸

昌　也

一　広

本　人

真　志

博　一

一　弥

行　夫

芳　春

修四郎

本　人

一

斉藤忠次

忠　一

成　子

佐々木 貞 子さん
簗 瀬 ヨスノさん
菅　　世紀子さん
竹 内　誠 一さん
丹 野 理智子さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

板　　　戸

瀬 野 ヶ 沢

93

63

5.23

5.26

市　雄

勝　利

髙 橋 フヂヱさん
折 原　 　毅さん

佐々木クマヨさん
佐 藤 佐太郎さん
小 南　ト クさん
藤 田　ハ ナさん
麻 生　シ ミさん
藤 原　幸 夫さん

5月31日届け出分まで

髙 橋 ヨシノさん
高 橋　洋 子さん
瀬 川　キ ヨさん
髙 橋　賢 一さん
長谷山 ア イさん
大 川　喜 一さん
藤 山　昭 一さん
伊 藤　薫 一さん
佐々木ミサ子さん
久 米　ナ チさん
倉 田　ユ キさん
大 𣘺　ノ ブさん
新 山　ア キさん
小　生アヤ子さん
赤 須　ク ニさん
佐 藤　ト キさん
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